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（　　　　　　水稲新品種「山形22号」の特性
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1　は　じ　め　に

山形県の酒造用掛米占占種としては「はなひかり」，「キヨ

ニシキ」，「はなゆたか」などの・般食用米が恥、られてい

た。しかし，掛米醸造特性が必ずしも巨分でなく．収量性

も高くないのでコスト面での問題も指摘されていた。

このようなr‡］で「山形22号」は，10aゝうり1トンを超え

る収姐を記録した多収性を備え，更に掛米としての酒造適

性に優れていることから，平成3咋（1991年）酒造用特殊

用途向けとして山形県の優良品種に採用された。

ここにその特性について報告する。

2　育　成　経　過

「山形22号」は，昭和52年山形県立農業試験場尾花沢試

験地において「奥羽301与i」（後のアキユタカ）を母とし

「び系94号」を父として人1二交配を行巨　Fh世代までは尾

表1「11り杉22i封の特性・覧

花沢試験地で養成選抜し，F7llt代以降比内文場で台成し

た。曙撒158年より「山形22り」の系統名を付し，奨励品種

決定調査等で地域適応性が検討され，その後多収美加試験

や酒造用掛米醸造試験に供試してきたものである。

3　特　　　　　性

「山形22け」は．山稜期がlキヨニシキ＿仁並で成熟期は

「キヨニシキ」亜かやや｝い小隼に属し，相良は「キヨニ

シキ」服で81cm程腱のrll札機長は2cm程度良く，穂数

は逆にポ、一うり60～70本少ない偏撼重型である（表1）。

移植時の苗丈はやや長く．葉色はやや掛、。／暮二市申別の

草丈も「キヨニシキ」よりやや長く，茎数は「キヨニシキ」

掛こ推移する。成熟期の梓は太く強相で，耐倒伏性はrキ

ョニシキ」より裁く，卜葉精は「キヨニシキ」より少ない。

また秤虹色は英日で亡は短く少ない。

いもち病抵抗性迫krはJJ仁たと推定され，畑晩猶に

発耐柵いもち耐偶作・佃枯
什　　　　　　葉　　拙　　耐病什

申　　　申

．1乙種　れ 熟期　 草二　里
　 亡

多少 長短

ふ旭 崇 筈【！4

山形　 22 1j－申／巨　偏穂・托 少　　 如 抑‘l　やや強

キヨニシキ 申／卜　偏穂・托 中　　 小 力行1　 申

品 椎 名
日蝕期 成熟j別　柑　 j長　組i 長　 放　 牧　 玄米

（月日）（月lり　 （cm） （cm） （ポ蔓り）標 即

山形 22 与‡ 8．8　 9．21　 81．7　 19．9　　 473　 72．1

キヨニシキ 8．8　 9．24　　 80，5　 17．9　　 534　 69．7

注。昭和57～60年合成地什席力検定試験成紹

る重いもち病抵抗性は中程度，穂いもち病抵抗作はやや健

とみられ，「キヨニシキ」より故い。またl′1葉枯痛抵抗性

はやや弱軋植発芽牡は「キヨニシキ」より故いlい相生とみ

られる。耐冷性は障害型及び遅延型ともに「キヨニシキ」

と同程度かやや低く，l中程度の耐冷椎をもつと判定した。

小

中　やヤ必　やや貼

易　やや弱．やや弱　申　　弱

住む／a）既望準　玄対g）

▲些＿空 丁稚巾
．清朝　食味

巴　多　肥

73．6　103　　22．3　4．2　0．1

69．4　100　　21．4　3．5　0，0

抑制三は育成地での／ト魔力試験及び奨励晶挿決定劇膏せ

総合した結果」‾キヨニシキ」対比で103％の多収件を′」こし

た。玄米T・粒重は「キヨニシキ」より1g程度重いやや人

相で，〟，質は「キヨ二シキ」亜かやや劣り，食味は「キヨ

ニシキ」一睡である。
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衰2　多収実証試験における収監成約

試 験 場 所
山 形 22 号 玄米 重 （kg ／ a ） 平 均収 娼

8 5 年　 86 年　 87 年　 揖 年　 89 年　 90 年 （kg ／ a ）

LIJ形 農 試 （木 場） 92．3　 10 2．5　 89．2　 76．2　 74 ．1　 66．4 8 3．5

伴　 内　 文　 場 80 ．3　　 77．9　 83、6　 77．2　 76 ．2　 77．2 7 8．7

妓 」ヒ　 支　 場 88 ．5　 84．5　 92．7　 81．4　 71．2　 8 2．4 8 3．5

躍　 賜　 分　 場 88 ．7　 87．6　 88．0　 78 ．7　 79．3　 83 ．9 8 4．4

全　 県 、巨　 均 87 ．5　 88．1　 88．4　 78 ．4　 75．2　 77 ．5 8 2．5

注．1985～87年多収実証試晩　88～90年は低コスト輪作体系での多

収実証試験を含む。

蓑3　酒造用柑米刑！化学特性成紹（LLり杉県．1∵薬技術センター）

品抑　名

山形22号

はなひかり

美　山　錦

玄　 米　 真精米

千柁垂 歩　 合

（g I （％）

消　　 化　　 性

蒸米吸　 還元糖　 ホルモー

水割 刹　 （％）　 ルN （m l）

吸　水　性

20　分120分

t如　　l刺

2 2 ．4 7 4 ．3 1 3 ．3

1 8 ．9 7 3 ．7 1 3 ．8

： 2 5 ．3 7 5 ．4 1 4 ．1

往．昭和62～63年2カ年平均

次に「山形22号」を多収実証試験に供試してその多収性

を検討した結果，椚和61年にIl彪農試本場で1025kg／10a

の最■高収姐を記録し，全県平均で825kg／10aであり，山

形県内の平魁肥沃地では750～800kgの収塙を安定的に生

産吋能であることを示した（表2）。

また柄造用掛来醸造試験に供試した結果では．「山形22

1⊥」は精日米での丁・粒蚕が重く，砕米率も少ない。白米吸

水性は「はなひかり」や「美山錦」より高く，蒸米吸水件

も同様に高い吸水率で．他の掛米占占稀より麹適性が高いこ

とを′11した。蛋11含有率は他とl胡呈度かやや少ない（表3）。

また実際に柄を醸造した試験では，‖ざわりが良く，アミ

ノ酸含嶺の少ない良質酒となり，他の掛米に比べて製造特

4 5 ．4　　 8 ．7　　 1 ．9 6 ．1

4 1 ．5　　 8 ．2　 1，8 6 ．3

4 2 ．1　 8 ．6　　 1．8 5 ．5

性が優れていた。

以1二のことから，「山形22号」は中生．偏榛東型．強梓

で耐倒伏性が強く，いもち痍抵抗性及び耐冷作は「キヨニ

シキ」より強く安定しており，県内平坦肥沃地で750－800

kg／10aの収局が可能で，低コスト高位安定生産が鞠はで

きかつ，白米吸水性などの酒造用掛米特性が他の掛米品種

に比べて良く．掛米として十分な適性を備えている品種で

ある。今後，山形矧内の平明～中山間地帯で作付けされる。

栽培t二の留意点としては．玄米収量720kg／10aを目標

として初期生育の安定確掛こ努め．酒造用掛米としての特

性を生かすために粗蛋白含有率を高めないような栽培を行

う必要がある。
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